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海

上

保

安

庁

職

員

募

集

■
令
和
７
年
10
月
採
用
の
職
員
（
海
上

保
安
学
校
学
生
）

《
受
付
期
間
》
２
月
20
日
（
木
）
～ 

３

月
13
日
（
木
）

《
試
験
日
程
》

第
一
次
試
験
：
５
月
11
日
（
日
）

《
受
験
資
格
》
令
和
７
年
４
月
１
日
に

お
い
て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
令
和
７
年
９
月
ま
で
に
高

等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

■
令
和
８
年
４
月
採
用
の
職
員
（
海
上

保
安
官
「
保
大
初
任
科
」）

《
受
付
期
間
》
２
月
20
日
（
木
）
～ 

３

月
24
日
（
月
）

《
試
験
日
程
》

第
一
次
試
験
：
５
月
25
日
（
日
）

《
受
験
資
格
》
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
６
２
（
２
２
）
０
１
１
８

ご
入
学
＆
ご
卒
業

ご
入
学
＆
ご
卒
業

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
入
学

ご
入
学

ご
卒
業

ご
卒
業

★
天
塩
小
学
校

★
天
塩
小
学
校

《
富
士
見
団
地
》
池
端

　
桃
詩

《
富
士
見
団
地
》
池
端

　
桃
詩

《
富
士
見
団
地
》
鎌
田

　
悠
稀

《
富
士
見
団
地
》
鎌
田

　
悠
稀

《《
山
手
通
８

山
手
通
８
》
齋
藤

　
す
ず

》
齋
藤

　
す
ず

《《
緑
新
団
地

緑
新
団
地
》
佐
藤

　
結
音

》
佐
藤

　
結
音

《《
新
栄
通

新
栄
通
1212
》
藤
原

　
　
慧

》
藤
原

　
　
慧

《《
１

丁

目

１

丁

目
》
前
山

　
い
と

》
前
山

　
い
と

《
山
手
裏
通
８
》
吉
田

　
香
晴

《
山
手
裏
通
８
》
吉
田

　
香
晴

《
山
手
裏
通
１
》
渡
邉
こ
な
つ

《
山
手
裏
通
１
》
渡
邉
こ
な
つ

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
天
塩
中
学
校

★
天
塩
中
学
校

《《
山
手
通

山
手
通
1010
》
稲
田
宗
一
郎

》
稲
田
宗
一
郎

《《
新
地
通

新
地
通
1010
》
岩
西

　
星
奈

》
岩
西

　
星
奈

《
雄
信
内
団
地
》
倉
田
千
愛
希

《
雄
信
内
団
地
》
倉
田
千
愛
希

《《
雄

信

内

雄

信

内
》
光
野

　
洋
音

》
光
野

　
洋
音

《《
山
手
通
８

山
手
通
８
》
齋
藤

　
好
生

》
齋
藤

　
好
生

《《
新
地
通
９

新
地
通
９
》
齋
藤

　
大
我

》
齋
藤

　
大
我

《《
雄

信

内

雄

信

内
》
笹
本

　
夏
帆

》
笹
本

　
夏
帆

《《
新
栄
通

新
栄
通
1010
》
髙
柴

　
　
歌

》
髙
柴

　
　
歌

《《
辰

子

丑

辰

子

丑
》
髙
橋

　
一
聖

》
髙
橋

　
一
聖

《《
新
開
通
９

新
開
通
９
》
竹
之
内
　
墾

》
竹
之
内
　
墾

《《
山
手
通
７

山
手
通
７
》
田
中
　
慈
樹

》
田
中
　
慈
樹

《《
海
岸
通
７

海
岸
通
７
》
松
村
　
斗
雅

》
松
村
　
斗
雅

《《
海
岸
通
３

海
岸
通
３
》
森
本
　
青
空

》
森
本
　
青
空

《《
南

町

南

町
》
山
﨑
　
渉
介

》
山
﨑
　
渉
介

《《
南
開
団
地

南
開
団
地
》
結
城
　
皓
介

》
結
城
　
皓
介

《《
南

町

南

町
》
横
尾
　
真
宏

》
横
尾
　
真
宏

《《
山
手
通
９

山
手
通
９
》
吉
田
　
怜
生

》
吉
田
　
怜
生

《《
新
栄
通
５

新
栄
通
５
》
吉
光
　
遼
眞

》
吉
光
　
遼
眞

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

■
国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
、
下
記
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
簡
単
・
便
利
に
納

付
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す
れ

ば
、
確
定
申
告
期
等
の
窓
口
が
混
雑
す

る
時
期
に
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に
出

向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で

納
付
が
で
き
ま
す
。

《
振
替
納
税
》
事
前
に
税
務
署
又
は
金

融
機
関
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
振
替
日

に
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
一
度
届
出
を
行
え

ば
継
続
し
て
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
》
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、「
国
税
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ

ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で

納
付
が
で
き
、
事
前
の
届
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納
付
税
額
に
応
じ

た
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
納
付
手
段
》
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
等
、
ご
自
身
に

合
っ
た
納
付
手
段
を
選
択
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
等
の
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前
１

条
３
丁
目
３
番
15
号　

旭
川
合
同
庁
舎

▲納付手段について
詳しくはこちら
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自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

財

務

専

門

官

採

用

試

験

国

税

専

門

官

採

用

試

験

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、財
政
・

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

《
受
験
資
格
》

⑴
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

②
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
》

２
月
20
日（
木
）９
時
～
３
月
24
日（
月
）

〔
受
信
有
効
〕

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
：https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

《
第
１
次
試
験
》
５
月
25
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
》
６
月

17
日
（
火
）
９
時

《
第
２
次
試
験
》
７
月
１
日
（
火
）
～

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
国
税
専

門
官
採
用
試
験
に
新
試
験
区
分（
理
工
・

デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

で
は
、
基
礎
数
学
、
情
報
数
学
・
情
報

工
学
、
物
理
、
化
学
等
が
試
験
科
目
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
く
理
工
・
デ

ジ
タ
ル
系
の
方
が
受
験
し
や
す
い
試
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
、
必
須

の
出
題
数
を
大
幅
に
削
減
し
「
選
択
必

須
科
目
」
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
受
験

生
の
専
門
性
に
合
わ
せ
て
受
験
で
き
る

よ
う
に
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
22
％

だ
っ
た
人
物
試
験
の
配
点
比
率
を
30
％

に
引
き
上
げ
、
人
物
重
視
の
試
験
に
見

７
月
４
日
（
金
）
の
う
ち
第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》８
月
12
日（
火
）

９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１　

内

線
４
２
５
２

■
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
に
な
る
た

め
に
教
育
訓
練
を
受
け
る
制
度
を
い

い
、
一
般
社
会
人
、
大
学
生
等
、
自
衛

官
未
経
験
者
が
対
象
で
す
。

《
本
制
度
の
特
徴
》

①
訓
練
参
加
時
の
手
当
、
交
通
費
等
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
予
備
自
衛
官
任
官

後
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
現
在
の
住
所
、
職
業
を
維
持
し
つ
つ

招
集
の
都
度
、
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

《
試
験
区
分
（
一
般
）》

・
応
募
条
件
：
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

・
資
格
等
：
採
用
年
齢
に
該
当
す
る
方
な

ら
応
募
可
能

《
試
験
区
分
（
技
能
）》

・
応
募
条
件
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
年
齢
の

上
限
が
52
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）

※
国
家
免
許
資
格
と
は
、
語
学
、
医
療
、

整
備
、
情
報
通
信
等
を
い
い
、
細
部
に

つ
き
ま
し
て
はhttps://w

w
w.m

od.
go.jp

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

《
受
付
期
間
》
既
開
始
～
４
月
８
日

《
試
験
期
日
》
４
月
６
日
～
20
日
（
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

直
し
て
い
ま
す
。

　

法
文
系
の
方
は
「
国
税
専
門
Ａ
区

分
」、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
方
は
「
国

税
専
門
Ｂ
区
分
」
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

２
０
２
５
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
Ａ
区
分
・
Ｂ

区
分
共
通
）。

《
受
験
資
格
》

⑴
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な

ど
別
に
定
め
る
者　

《
申
込
受
付
期
間
》申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
月
20
日（
木
）９
時
～
３
月
24
日（
月
）

〔
受
信
有
効
〕

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
：https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

（「
財
務
専
門
官
採
用
試
験
」
と

同
じ
ア
ド
レ
ス
で
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
は
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

《
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、
専

門
試
験（
多
肢
選
択
式
及
び
記
述
式
）】》

５
月
25
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
》
６
月

17
日
（
火
）
９
時

《
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及
び
身
体

検
査
】》
６
月
23
日
（
月
）
～
７
月
４

日
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》８
月
12
日（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
５
０
１
１　

内

線
２
３
１
５
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北
海
道
で
は
、農
業
の
生
産
性
向
上
、

農
業
経
営
や
農
村
生
活
の
改
善
な
ど
に

関
す
る
技
術
や
知
識
を
、
試
験
研
究
機

関
や
農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
農
業
者

に
普
及
指
導
す
る
「
普
及
職
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動
な
ど

を
通
じ
、
普
及
職
員
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
願

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局
技
術
普
及

課
普
及
推
進
係

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
３
７
９

普
及
職
員
（
農
業
）

の
募
集
に
つ
い
て

◀採用試験の
概要について

（道人事委員会事
務局任用課 HP）

▶普及職員（農
業）の業務内容
について

（普及職員（農業）
職員採用のページ）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
併
せ
て
河
川
愛
護
思
想

を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

■
募
集
要
項

《
応
募
資
格
》
満
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞

以
内
に
居
住
さ
れ
、
河
川
に
接
す
る
機
会

が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
方

《
活
動
内
容
》

① 

毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ
タ
ー
区
間

の
河
川
に
関
し
て
、
河
川
の
利
用
、
河

川
の
環
境
等
の
河
川
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

② 

当
部
が
主
催
又
は
協
賛
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

《
モ
ニ
タ
ー
区
間
》

天
塩
川
：
天
塩
町
天
塩
川
河
口
か
ら

（
下
流
） 

天
塩
町
天
塩
川
河
川
公
園
北

端
ま
で

《
募
集
人
員
》
１
名

《
任
期
》
令
和
７
年
５
月
１
日
（
木
）

～
令
和
７
年
10
月
31
日
（
金
）

《
報
酬
》 

４
，０
０
０
円
／
月

《
応
募
方
法
》
ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用

紙
に
次
の
①
～
⑥
を
記
載
の
上
、
応
募

先
ま
で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
願

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
す
る
場

合
は
、
次
の
①
か
ら
⑥
を
記
載
の
上
、
応

募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
記
載
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
及
び

選
考
結
果
の
通
知
に
使
用
し
、
そ
れ
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

① 

氏
名
・
生
年
月
日

② 

住
所
・
電
話
番
号

③ 

職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
）

④ 

活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

（
河
川
名
）

⑤ 

自
治
会
（
町
内
会
）
等
の
地
域
に
密

着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
会

の
名
称
と
役
職

⑥ 

そ
の
他
応
募
理
由
、
河
川
へ
の
感
想
等

あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ
い
。

《
募
集
締
切
》
３
月
17
日
（
月
）
※
必
着

《
選
考
方
法
》
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

自
治
会
等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
、
留
萌
開

発
建
設
部
の
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部 

公
物
管
理
課

〒
０
７
７
‐８
５
０
１ 

留
萌
市
寿
町
１
丁

目
68
番
地

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５ 

内
線

３
４
８

FAX
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
３
５

✉hkd-rm
-kasenaigo@

gxb.m
lit.

go.jp

北

海

道

警

察

官

募

集

■
令
和
７
年
度
（
第
１
回
）
北
海
道
警
察

官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

～
「
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る
」
～

《
試
験
概
要
》

⑴
採
用
予
定
人
数：２
５
０
名
程
度

男
性
Ａ
区
分：１
４
０
名
程
度

男
性
Ｂ
区
分：
40
名
程
度

女
性
Ａ
区
分：
50
名
程
度

女
性
Ｂ
区
分：
20
名
程
度

⑵
受
験
資
格

・
学
歴

Ａ
区
分：
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）等
を
卒
業
し
た
者（
令

和
８
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
※
高
度
専
門
士
の
称
号

を
取
得
又
は
令
和
８
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む

Ｂ
区
分：Ａ
区
分
以
外
の
者
（
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
在
学
中
の
者
を
除

く
）

・
年
齢

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
令
和
８
年

４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
）

《
北
海
道
警
察
の
魅
力
》

⑴
「
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る
」
警
察
官

の
仕
事
は
交
番
勤
務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯

活
動
、
交
通
指
導
取
締
、
災
害
救
助
等
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
自
身
の
特
技
・
個
性
を

活
か
し
て
、
北
海
道
を一緒
に
守
り
ま
せ
ん

か
？

⑵
「
Ｏ
Ｎ
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
！
仕
事

も
私
生
活
も
充
実
！
」
北
海
道
警
察
は
仕

事
の
や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
私
生
活
の

充
実
も
大
切
に
す
る
組
織
で
す
。
休
暇
や

給
料
、
育
児
や
介
護
と
の
両
立
等
、
私
生

活
も
充
実
さ
せ
た
い
方
に
と
っ
て
魅
力
あ

ふ
れ
る
組
織
で
す
。

《
説
明
会
等
に
つ
い
て
》

「
ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

北
海
道
警
察
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
対
面
型
等
、

各
種
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
リ
ア
ル
な
道
警
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
説
明
会
の
案
内
は
、

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
セ
ン

タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
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4 月号へ掲載を

希望する方は、

3 月 12 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　3 月は寒さも峠を越え、しだいに春の暖かさを感じ
られる季節となります。この時期に注意が必要な災害
の１つが「なだれ」です。なだれには、古い積雪の上
に新しく積もった雪の層が滑り落ちる「表層なだれ」
と、気温の上昇や降雨によって雪がとけ、積雪層の下
部と地面との間が滑りやすくなって、積雪層全体が滑
り落ちる「全層なだれ」の 2 種類の形態があります。
それぞれ「大雪」、「気温上昇」という気象現象を要因
として発生しやすくなる特徴を踏まえ、気象台では、
24 時間降雪量や日平均気温をもとに基準を設定し、
なだれが発生しやすい気象状況が予想される場合には

「なだれ注意報」を発表して災害への注意を呼びかけ
ています。
　なだれ災害から身を守るために、登山やスキーなど
のレジャーの際には、急な斜面などの危険な場所には
近づかないようにしましょう。また、大雪が降った後
に穏やかに晴れて気温が上がる日は、積雪層が滑りや
すく、雪下ろしや屋根からの落雪による事故が起こり
やすくなります。
　最新の天気予報や防災気象情報を利用して、なだれ
や落雪などの災害・事故に遭わないようにしましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

なだれや落雪に注意

"cafe Te to Te +
"

ス
タ
ッ
フ
募
集

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス

メ
ン
バ
ー
募
集

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
優
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
活
動
を
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
で
の
売
り
上
げ
金
を
活
動
資
金

と
し
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
催
し

を
企
画
し
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

ス
タ
ッ
フ
対
象
は
高

校
生
か
ら
で
、
職
業
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
見
学
か
ら
で
も
大
歓
迎
で
す
♪ 

今
ま
で
の
活
動
内
容
はFacebook

や

Instagram

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

●Facebook

：cafe Te to Te

＋

●Instagram

：te to te cafe

　
場
所
は
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸
通
４

丁
目
：
旧
広
海
ス
ー
パ
ー
跡
地
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

髙
橋
貴
子

☎
０
９
０
（
６
４
４
４
）
７
０
８
２

　

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
一
緒
に

歌
う
仲
間
を
募
集
中
で
す
♪　

楽
譜
が

読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
！　

間
違
っ
て

も
大
丈
夫
！　

一
曲
ず
つ
ゆ
っ
く
り
す

す
め
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

混
声
３
部
合
唱
で
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
男
性
パ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
年
齢

性
別
問
わ
ず
大
大
大
歓
迎
で
す
!!

　

み
ん
な
で
ハ
モ
る
楽
し
さ
は
気
分
が

上
が
り
ま
す
よ
♪

　

活
動
と
し
て
は
、
秋
の
文
化
祭
や
留

萌
地
区
の
合
唱
発
表
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

毎
週
月
曜
19
時
か
ら
21
時
ま
で
、
福

祉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ね
☆

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

太
田
陽
子

☎
０
９
０
（
９
０
８
９
）
２
０
９
６

岸
山
久
美
子

☎
０
９
０
（
５
０
５
４
）
６
３
３
７

全層なだれ

地面

すべり面
（弱層）

表層なだれ

地面

すべり面


